日本健康医学会雑誌投稿規定


１．投稿の資格

　　　本誌への投稿は，共著者も含めて本学会員であること。

２．本誌が掲載する原稿の種類と内容

　１）投稿原稿

　　　本誌で扱う投稿原稿は、健康医学の分野における研究とし，その種類と内容は以下の通り。

　　　他誌に発表された論文（予定も含む）の投稿は認めない。

　　　投稿された論文は，理事および専門家による査読を行う。

　　　投稿の際，原稿はオリジナルのほかに，2部コピーをつけること。論文、抄録、図表などはwindows office2003に対応する形式で作成し、3.5インチFDまたはCD-R、DVD-R、USBメモリにてご提出下さい。（メディアの返却はいたしません）
　　　掲載された論文の著作権は日本健康医学会に帰属するものとする。

	種　　類
	内　　　　　容

	ａ．研究論文

①総説・展望

②原　　　著

③症　　　例

④短　　　報

⑤資　　　料
	研究の総括・解説および展望

独自の研究対象・方法にもとづく研究成果に関する論文

健康医学的な症例報告

健康医学上重要な論文・手法等についての短報

健康医学に関する重要な資料。会員に参考になる社会科学，自然科学に関する記録やまとめ

	ｂ．その他
①論　　　説

②会員だより
	


　２）会報

　　　　本誌には投稿原稿のほか，理事会活動，学会総会案内，理事会が必要とする会務報告，その他

３．原稿の構成

　　　原著の構成は原則として次の通りとする。

	項　　目
	準ずる項目
	内　　　　容

	論文名

著者名

所属機関

概要

キーワード

Ⅰ．緒言

Ⅱ．研究方法

Ⅲ．研究結果

Ⅳ．考察

Ⅴ．結論

文献*

英文抄録**
	はじめに

まえがき

調査方法

実施方法等

調査結果

解析結果

実験結果等

むすび
	論文の概要を記したもの（600字以内）。研究等の目的，方法，結論に至る全体把握ができること

原則として5語以内

研究の目的を明確に記す

研究・調査・実験・解析に関する手法の記述，資料材料の集め方

結果の考察・評価・知見の整理，概知見との関係等

新知見の要約を含む

字数400語以内（キーワード含む）


*①雑誌の場合

　著者名：表題名，雑誌名（雑誌指定の略号），巻数（号数）：頁－頁，発行年

　野田喜代一，椎名晋一：健康医学序説，日本医事新報，1512：24－30，1981

　Wasserman K：The anaerobic threshold measure-ment to

  evaluate exercise performance. Am Rev Respir Dis

  129(suppl):s35-s40，1984，130-169，1985

 ②単行本の場合

　著者名：表題名，発行所，発行地，発行年，頁－頁，

　椎名晋一：臨床化学検査講座，羊土社，東京，1986，3－7

　Feinstein AR：Clinical epidemiology. 

The architecture of clinical research. WBと続く

**②英文抄録については，別紙に，研究内容の概略を示した和文抄録をつけること。

　（英訳を事務局に依頼した場合は和文で600字以内の抄録をつけること。タイトルはキャピタル・レターの使用に留意し，著者および共同研究者の氏名は省略せずにフルネームで記入し末尾に，共同研究者の各所属機関名を記入のこと。）

４．原稿の執筆要領

　　１）本文はB5またはA4用紙に，常用漢字・新かなづかいを用い，句読点・括弧も正確に記入のこと。和文、英文共にフォントサイズは11pt～12pt、ダブルスペースで印刷する。和文の場合は英文抄録（400語以内）を、英文の場合は和文抄録を（600字以内）つける。校正のさいの原文の変更あるいは追加などは認めない。

２）原稿の長さは8000文字程度までとする。
　３）原稿の表紙左肩に，研究論文の種類（総説，展望，原著，症例，短報，資料の別）を記入のこと。

　４）外人名，地名，化学物質名などの固有名詞は原綴りで記すことを原則とするが，慣用語は省略語でも構わない。ただし，省略符号には省略符・接続記号は用いない（QOL・WHO）。

　５）動物名に学名をそえる場合は，2命名法によって属・種名を記し，アンダーラインをつけること。

　６）度量衡単位はCGS単位を用い，sec．→secのごとく，省略記号は用いない。

　７）上記の欧文原語はタイプ印書するか，あるいは，明瞭な活字体で書く。

　８）図表は，左右7cmまたは13cm程度に製版するので，図版は方眼紙に，その2倍または原寸で書く。7cmの場合は数字2文字を1文字として25字，13cmの場合は46文字が目安。また表は原則として縦線を入れず，また横線も最小限とする。

　９）写真は，濃淡のトーン，鮮明度を確認のうえ，送付すること。顕微鏡写真などアート紙を希望の場合はその旨を明記し，スケールまたは倍率を記しておくこと。

１０）上記の図・表・写真の挿入位置は原稿欄外に明記（朱記）のこと。

１１）本文の項目わけの記号・符号は，原則としてつぎの順位とする。

　Ⅰ．････　1．････　1）････　①････　ａ．････　ａ）････

５．掲載方法，別刷

　１）無料掲載：刷り上がり4頁（挿入付図・付表・英文抄録を含む）まで。

　２）有料掲載：超過頁組版代，付図・付表のトレス代，製版代の実費。

　３）英文掲載：論文を英文で投稿の場合には，専門家に校閲を依頼することもありますので，その際の実費は投稿者の負担とさせて頂きます。

　４）別刷：別刷希望については，部数を原稿の第1頁に朱書して下さい。別刷10部まで無料。

その他不明なことは事務局にお問合せ下さい。

　e-mail：ando@nodai.ac.jp






